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昭和 13年 12月 ・陸軍航空士官学校設立 
昭和 20年 8月 ・終戦により閉鎖 

9月 ・米軍が接収し、入間川航空基地として使用開始 
昭和 21年 2月 ・入間川航空基地からジョンソン基地へ名称変更 
昭和 29年 10月 ・航空自衛隊東部訓練警戒隊がジョンソン基地内に配置 
昭和 31年 8月 ・航空自衛隊臨時航空訓練部設置 
昭和 33年 8月 ・中部航空方面隊司令部編成完結 

  入間基地として発足 
昭和 36年 6月 ・日米共同使用協定成立 
昭和 38年 6月 ・米軍から飛行場地区返還（197ha） 

11月 ・飛行場の管理運用を自衛隊が開始 
昭和 48年 6月 ・米軍からジョンソン基地の大部分が返還（163.1ha） 

10月 ・大蔵省より跡地の一部管理委託許可が決定 
・グリーンパーク 面積 31,506㎡（1年更新） 
 （豊岡中学校建設のため昭和 59年 2月 29日付契約解除） 

昭和 49年 5月 ・市営駐車場敷地（2882.3㎡）先行取得 
（都市計画変更により、昭和 61年 12月 27日付入間市駅周辺土地区画整理
地内へ移転） 

昭和 51年 1月 ・埼玉県、入間市、狭山市による「ジョンソン基地跡地利用促進協議会」設立 
昭和 52年 5月 ・市営駐車場利用開始（5月 1日） 

12月 ・入間市「ジョンソン基地跡地利用計画協議会」設置 
 （昭和 55年 1月「ジョンソン基地跡地利用計画審議会」として条例設置） 
・入間市議会で「ジョンソン基地返還跡地南北縦貫道通行に関する決議」 

昭和 53年 2月 ・渉外知事会及び大蔵省による「第 1次返還財産処理基準」合意（教育施設等）、
同年 4月火葬場、道路等合意、同年 9月公園、社会福祉施設等合意、「三分割
有償方式」 

6月 ・ジョンソン基地の一部返還（水源地 1.2ha） 
9月 ・ジョンソン基地の一部返還（通信施設等 3.5ha 全面返還） 

・自衛隊機（Ｔ－33Ａ）の墜落事故発生（狭山市上奥富） 
昭和 54年 2月 ・入間市議会大蔵省陳情 
昭和 55年 1月 ・国有財産無償貸付契約締結（1月 31日付） 

  入間市駅前広場敷地（3191.50㎡）及び市道幹 2号線（東京街道）の一部
（507.48㎡）を先行取得 

3月 ・国有財産無償貸付契約締結（3月 31日付） 
  東町小学校敷地（28,000.19㎡）及び黒須中学校敷地の一部（1,071.07

㎡）を先行取得 
6月 ・国有財産無償貸付契約締結（6月 16日付） 

  市道幹 2号線（入曽街道）の一部（766.95㎡） 
12月 ・促進協「基地跡地利用施設計画」地元案作成 

昭和 56年 2月 ・地元案合意 
4月 ・東町小学校開校（4月 1日） 
6月 ・国有財産中央審議会開催される（原案答申 6月 1日） 
8月 ・入間、狭山市行政境界確認測量（8月～9月） 

・黒須中学校敷地の一部（プール）の供用開始（8月 1日） 
12月 ・ジョンソン基地跡地全体測量（56／11～57／3） 
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昭和 57年 9月 ・ジョンソン基地跡地内行政境界変更案について入間、狭山両市合意 
・入間市議会「市の境界変更について」原案可決 

10月 ・第 141回国有財産関東地方審議会開催（10月 8日） 
処分決定事項（財産の表示） 

所在 入間市 入間市 入間市 
区分 土地 土地 土地 
数量（㎡） 28,005.79 7,003.60 33,102.78 
利用計画 小学校敷地 文教施設敷地 市道用地 
処理区分 減額売払 減額売払 無償貸付 

 

12月 ・入間、狭山市行政境界変更測量（57／12～58／3） 
昭和 58年 2月 ・国有財産売買契約の締結（2月 7日付） 

  入間市産業文化センター敷地  敷地面積：7,003.60㎡ 
  豊岡小学校（移転敷地）    敷地面積：28,005.79㎡ 

4月 ・入間、狭山両市の行政境界変更の効力を有する旨自治省の告示（4月 1日） 
・県立入間向陽高等学校開校（敷地面積 38,006.13㎡） 
・国有財産無償貸付契約の締結（昭和 58年 4月 26日） 
＊市道幹 2号線（東京街道 8,929.13 ㎡、入曽街道
3,620.39㎡）の道路拡幅用地 12,549.52㎡ 

＊市道幹 55号線（縦貫道路）の道路用地 9,742.13㎡ 
＊細街路  
 市道Ａ579号線（幅員 16ｍ）の道路用地 6,773.10㎡ 
 市道Ａ580号線（幅員 4ｍ）の道路用地 982.52㎡ 
 市道Ａ581号線（幅員 9ｍ）の道路用地 3,055.51㎡ 
道路用地無償貸付面積合計 33,102.78㎡ 

 

12月 ・第 146回国有財産関東地方審議会開催（12月 15日） 
処分決定事項（財産の表示） 
所在 入間市 
区分 土地 
数量（㎡） 28,006.68 
利用計画 中学校敷地 
処理区分 売払 

 

 ・入間市駅南口交通広場利用開始（12月 28日） 
  広場面積：6,732.84㎡ 内跡地：3,191.50㎡ 

昭和 59年 2月 ・国有財産売買契約の締結（2月 29日付） 
  豊岡中学校（移転）用地  敷地面積：28,006.68㎡ 

4月 ・ジョンソン基地跡地の町名変更が行われる（4月 1日付） 
  大字黒須の一部、大字扇町屋、大字入間川を向陽台一丁目、二丁目とする 
・入間向陽台団地（県営住宅）157戸入居開始 
・豊岡小学校開校 

10月 ・市道幹 55 号線（入間、狭山縦貫道路幅員 18ｍ）の一部を供用開始（10 月
17日） 
  幅 員：10.5ｍ  
  総延長：866.4ｍ（入間市分 466.7ｍ、狭山市分 399.7ｍ） 
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昭和 60年 1月 ・入間市産業文化センター開館（1月 12日） 
2月 ・第 151回国有財産関東地方審議会開催（2月 14日） 

処分決定事項（財産の表示） 
所在 入間市 入間市 
区分 土地 土地 
数量（㎡） 10,006.40 3,714.36 
利用計画 水道施設敷地 道路用地 
処理区分 無償貸付 無償貸付 

 

3月 ・国有財産無償貸付契約の締結（3月 29日付） 
  道路用地〔市道Ａ604号線（馬頭坂線）〕 
   幅員：12ｍ 延長：316.50ｍ 面積：3,714.36㎡ 
  配水場敷地（豊岡配水場） 
   面積：10,006.40㎡ 計画容量：12,000ｔ（6,000ｔ 2池） 

4月 ・豊岡中学校開校（4月 1日） 
昭和 61年 7月 ・国有財産売買契約の締結（7月 7日付） 

  児童センター敷地  敷地面積：4,000.99㎡ 
12月 

 
・第 158回国有財産関東地方審議会開催（12月 11日） 

処分決定事項（財産の表示） 
所在 入間市 
区分 土地 
数量（㎡） 28,010.92 
利用計画 中学校敷地 
処理区分 売払 

 

昭和 62年 3月 ・市道Ａ581号線供用開始（3月 3日） 
  幅員：9ｍ 延長 340.7ｍ 
・市道Ａ579号線供用開始（3月 14日） 
  幅員 16ｍ 延長 422.3ｍ 
・国有財産売買契約の締結（3月 20日付） 
  東町中学校敷地   敷地面積：28,010.92㎡ 
  防災センター敷地  敷地面積：2,002.03㎡ 

5月 ・市道Ａ580号線供用開始（5月 9日） 
  幅員 4ｍ 延長 246.8ｍ 

7月 ・児童センター供用開始（7月 1日） 
昭和 63年 4月 ・東町中学校開校及び防災センター供用開始（4月 1日） 

5月 ・豊岡配水場供用開始（5月 6日） 
平成 5年 3月 ・県営公園〔（仮称）ジョンソン基地跡地公園〕用地取得契約 

（3月 31日 平成 8年度まで 5ヵ年で取得、平成 10年 4月開業予定） 
・市道Ａ604号線（馬頭坂線）西武池袋線立体交差架道橋工事完了（3月 31日） 

平成 6年 9月 ・「入間市留保地利用計画検討委員会」設置（9月 1日） 
平成 7年 3月 ・県営公園用地取得により、ジョンソン基地跡地全体の土地処理進捗率が 80％

を超える 
平成 8年 3月 ・「入間市留保地利用計画検討委員会」から市長に報告を行う（留保地利用計画

報告書の策定をもって終了 3月 25日） 
11月 ・ジョンソン基地跡地利用計画審議会に対して、利用計画の策定を諮問（11月

12日） 
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平成 10年 4月 ・県営公園「彩の森入間公園」開園 
平成 11年 9月 ・ジョンソン基地跡地利用計画審議会より利用計画について中間答申（9 月 7

日） 
平成 12年 4月 

    

・入間市議会基地対策特別委員会が大蔵省に対して要望 
（入間市駅前側留保地内に公共道路の先行取得）（4月 13日） 

平成 15年 2月 ・入間市議会基地対策特別委員会が財務省に対して要望 
（返還国有地の処分について低廉な価格）（2月 24日） 

平成 15年 6月 ・財政制度等審議会から「大口返還財産の留保地の今後の取扱い」を財務大臣
に答申 

＊原則留保から原則利用に方向転換（6月 24日） 
平成 15年 7月 ・「大口返還財産の留保地の今後の取扱いについて」財務省通達 
平成 20年 6月 ・「ジョンソン基地跡地留保地利用計画書」を関東財務局に提出 
平成 21年 6月 ・国有財産追加無償貸付契約の締結（6月 24日付） 

  道路用地〔市道Ａ604号線（馬頭坂線）〕 面積：1,534.34㎡ 
平成 25年 12月 ・市道幹 62号線（馬頭坂線）供用開始（12月 19日） 
平成 26年 9月 ・防衛省が入間市に対して東町側留保地の利用（自衛隊病院及び災害対処拠点

等施設として整備）の申し入れ 

 


